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⃝
会
場
　
埼
玉
県
戸
田
市
荒
川

⃝
参
加
料
　
▽
一
般
　
３
、
５
０

０
円　
▽
高
校
生
以
下
　
２
、
０
０

０
円
（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

⃝
定
員
　
白
河
市
民
80
人

⃝
申
込
期
間
　
７
月
６
日
㈮
～
12

日
㈭　
※
現
金
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
信
庁
舎
総
務
課
☎
㊻
２
１
１
１

　
７
月
９
日
㈪
か
ら
、
住
民
票
の

写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
所
得

課
税
証
明
書
、
戸
籍
事
項
証
明
書

が
全
国
の
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
で

取
得
で
き
ま
す
。

※
取
得
に
は
「
住
基
カ
ー
ド
」
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
市
民
課　
内
２
１
５
８

⃝
日
時
　
７
月
22
日
㈰
／
午
後
２

時
か
ら　
※
入
場
無
料

⃝
会
場
　
東
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東

釜
子
）

▽
中
・
高
校
生
　
50
円

問
表
郷
教
育
振
興
課
☎
㉜
４
７
８
２

《
大
信
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル
》

◦
料
金
　
▽
大
人
　
１
０
０
円

▽
高
校
生
　
50
円　
▽
小
・
中
学

生
　
20
円

問
大
信
教
育
振
興
課
☎
㊻
３
９
７
６

《
東
風
の
台
運
動
公
園
ふ
れ
あ
い

プ
ー
ル
》

◦
料
金
　
▽
中
学
生
以
上
　
１
０

０
円　
▽
小
学
生
　
50
円

問
東
教
育
振
興
課
☎
㉞
３
１
４
６

⃝
日
時
　
７
月
25
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら　
※
入
場
無
料

⃝
会
場
　
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

⃝
内
容
　
▽
講
演
「
わ
た
げ
の
会
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【
平
成
25
年
度
採
用
】

◦
職
種
・
採
用
予
定
人
員
　
消
防

業
務
に
従
事
す
る
消
防
吏
員
　
９

人
程
度

◦
資
格
　
昭
和
58
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
７
年
４
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
（
学
歴
・
性
別
不
問
）

◦
試
験
方
法
　
▽
第
一
次
試
験
＝

教
養
試
験
・
消
防
適
性
検
査　
▽

第
二
次
試
験
＝
身
体
検
査
・
体
力

検
査
・
口
述
試
験
・
作
文

◦
期
間
　
７
月
21
日
㈯
～
８
月
26

日
㈰　
※
除
染
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
オ
ー
プ
ン
日
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
時
間
　
①
午
前
９
時
～
11
時　

②
正
午
～
午
後
２
時　
③
午
後
２

時
30
分
～
４
時
30
分

《
総
合
運
動
公
園
市
民
プ
ー
ル
》

◦
料
金

▽
大
人
　
１
０
０
円　
▽
高
校
生

50
円　
▽
小
・
中
学
生
　
20
円

※
幼
児
用
プ
ー
ル
・
25
ｍ
プ
ー
ル

の
み
使
用
で
き
ま
す
。

問
中
央
体
育
館
☎
㉒
８
９
７
１

《
表
郷
小
学
校
プ
ー
ル
》

◦
料
金
　
▽
大
人
　
１
０
０
円

の
取
組
み
と
ひ
き
こ
も
り
支
援
」

▽
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
た
げ
の

会　
秋あ

き
た田
敦あ

つ
こ子
理
事
長

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６
４
９

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
お
よ
び

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
毎
年
（
１
回
）、
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
費
更
新
申
請
書
お

よ
び
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

が
な
い
場
合
、
引
き
続
き
医
療
費

の
助
成
や
手
当
て
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
申

請
書
な
ど
を
後
日
送
付
し
ま
す
。

⃝
受
付
期
間
　
▽
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費　
７
月
17
日
㈫
～
31
日
㈫

▽
児
童
扶
養
手
当　
８
月
１
日
㈬

～
31
日
㈮
（
平
日
の
み
）

⃝
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
　
本

庁
舎
こ
ど
も
課　
内
２
７
３
１
／

各
庁
舎
教
育
振
興
課　
表
郷
☎
㉜

４
７
８
２　
大
信
☎
㊻
３
９
７
５

東
☎
㉞
３
１
４
６

　
県
で
は
、
県
民
の
文
化
活
動
支

援
を
目
的
に
８
月
１
日
か
ら
11
月

30
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業
を
対

象
に
、
助
成
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◦
対
象
事
業　
①
広
く
県
民
に
公

開
す
る
文
化
活
動
の
成
果
発
表
事

業
（
美
術
展
、
音
楽
会
、
演
劇
な

ど
の
公
演
や
文
芸
誌
出
版
な
ど
）

②
発
表
会
や
公
的
機
関
か
ら
招
へ

い
さ
れ
て
参
加
す
る
事
業
な
ど

◦
対
象
者　
県
内
に
住
所
ま
た
は

活
動
の
本
拠
を
有
す
る
個
人
（
県

外
在
住
の
県
出
身
者
も
含
む
）
ま

た
は
団
体

◦
受
付
期
限　
７
月
25
日
㈬
ま
で

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
４
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募
集

◦
第
一
次
試
験
の
日
時
お
よ
び
会

場
　
９
月
16
日
㈰
／
午
前
９
時
か

ら
／
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ

ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
申
込
期
間　
７
月
11
日
㈬
～
８

月
10
日
㈮

※
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。
申
込
書

は
、
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消

防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分
署
に

あ
り
ま
す
。

問
同
消
防
本
部
総
務
課
☎
㉒
２
１

５
５

⃝
日
時
　
７
月
27
日
㈮
／
午
前
11

時
～
午
後
２
時

⃝
定
員　
16
人　
※
先
着
順

⃝
参
加
料　
１
、
０
０
０
円
（
昼

食
・
軽
食
代
込
み
）

⃝
募
集
期
限　
７
月
24
日
㈫
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

⃝
日
時
　
８
月
４
日
㈯
／
午
後
１

時
大
信
庁
舎
発　

案
内

⃝
内
容
　
▽
講
演
「
認
知
症
の
実

践
医
療
・
リ
ハ
・
ケ
ア
と
地
域
連

携
」
▽
講
師
　
群
馬
大
学
大
学
院

保
健
福
祉
研
究
科
教
授
・
医
学
博

士　
山や

ま
ぐ
ち口
晴は

る
や
す保
氏

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
☎

㉟
１
３
３
５

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
家

屋
の
「
り
災
証
明
書
」
に
つ
い
て
、

建
物
被
害
認
定
調
査
を
伴
う
申
請

の
受
け
付
け
は
、
７
月
31
日
㈫
で

終
了
し
ま
す
。

　
な
お
、
再
発
行
は
今
後
も
継
続

し
ま
す
。

問
市
災
害
対
策
本
部
（
本
庁
舎
生

活
環
境
課
内
）
内
２
１
６
６

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111/Fax㉜2234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111/Fax㊻2409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111/Fax㉞3584

くらしの
情 報 館

第
３
回
白
河
ま
ち
な
か

逸
品
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組

合
消
防
吏
員
採
用
試
験

戸
田
橋
花
火
大
会
観
覧

バ
ス
ツ
ア
ー

Ｓｈｉｒａｋａｗａ Ｗｅｅｋ 14ｄａｙｓ
⃝日時　７月30日㈪～８月12日㈰
　　　　／午前10時～午後４時
⃝会場　マイタウン白河（本町）
⃝内容　大学生が市内の小学生から
　　　　高校生を対象に、夏休みの
　　　　課題を含む学習支援や進路
　　　　相談を行います（交流イベ
　　　　ントもあります）。
問Ｓｈｉｒａｋａｗａ Ｗｅｅｋ実行委員会 （しら
　かわ市民活動支援会内）☎㉛7595

　市では、行政改革の方向性や行政改革実施計
画の進

しんちょく

捗状況に関して広く市民の視点からご意
見をいただくため、新たな行政改革推進委員会
委員を次のとおり募集します（任期は２年です）。
⃝内　　容
　行政改革の実施状況等について適宜報告
を受け、これに対して市民の視点から必要
な意見を述べる。
⃝応募資格

①平成24年８月22日現在、市内に住所を有
　する方
②平成24年３月31日時点で18歳に達して
　いて、平成25年３月31日までに75歳に
　達しない方
③行政改革に関心がある方
④平日の昼間に開催する会議に出席できる方
⑤市の各種審議会等の委員の兼職が３件未
　満である方
※国または地方公共団体の議員または公務
　員は除きます。
⃝募集人員　２人
⃝応募方法　

　次の書類を持参または郵送（当日消印有効）
・ＦＡＸ・Ｅメールで提出してください。

　①応募申込書（指定様式）②小論文のテーマ
　　「行政改革に関する私の考え」（800字程度）
　※応募申込書は、本庁舎総務課、総合案内お
　　よび各庁舎総務課に準備してあるほか、市
　　ホームページからもダウンロードできます。
⃝応募期限　７月31日㈫まで
⃝選考方法　

　選考委員会で決定します。結果は応募者全
員にお知らせします。なお、応募書類等は返
却しません。
⃝申し込み・問い合わせ先
　本庁舎総務課　内2316／ FAX㉗2577／Ｅメ
　ールsomu@city.shirakawa.fukushima.jp

行政改革推進委員会委員募集
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
更
新
申
請

書
お
よ
び
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

「
り
災
証
明
」
申
請
受
付

終
了

認
知
症
講
演
会

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

第
２
期
福
島
県
文
化
振
興

基
金
助
成
事
業
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会
津
若
松
の
中
心
か
ら
五
つ
の
街
道
が
の
び
る
。

白
河
・
二
本
松
・
越
後
・
下
野
・
米
沢
街
道
。
白

河
街
道
は
奥
州
街
道
を
経
て
江
戸
に
つ
な
が
る
重

要
な
道
。
今
の
国
道
２
９
４
号
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

湖
南
・
長
沼
・
天
栄
・
大
信
を
経
て
白
河
へ
。
街

道
の
名
残
り
は
今
も
あ
る
。
三
菱
ガ
ス
化
学
の
工

場
用
地
造
成
が
始
ま
っ
た
一
角
に
、
石
畳
の
跡
が

あ
る
。
ま
た
飯
土
用
・
滑
里
川
の
間
に
往
時
の
記

憶
を
と
ど
め
る
一
里
塚
が
あ
る
。
上
小
屋
に
は
各

戸
に
屋
号
が
つ
き
、
宿
場
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。   

   

会
津
武
士
は
勇
み
こ
の
道
を
白
河
に
急
ぎ
、
肩

を
落
と
し
故
郷
へ
戻
っ
た
。
会
津
の
総
督
は
西さ

い
ご
う郷

頼た
の
も母
。
会
津
藩
が
火
の
粉
を
浴
び
る
姿
を
見
越
し

て
か
、
藩
主
・
容か

た
も
り保
の
京
都
守
護
職
へ
の
就
任
に

反
対
。
藩
内
の
冷
た
い
目
に
さ
ら
さ
れ
、
白
河
敗

退
の
責
任
も
追
及
さ
れ
た
。
辱
し
目
を
う
け
ま
い

と
夫
人
・
娘
ら
一
族
は
自
刃
。
明
治
に
入
っ
て
も
、

朝
敵
会
津
の
元
家
老
に
対
す
る
世
間
の
風
当
た
り

は
強
い
。
棚
倉
都
々
古
別
神
社
や
、
日
光
東
照
宮

の
宮
司
と
し
て
孤
に
耐
え
た
。

  

５
年
余
り
前
、
稲
荷
山
に
頼
母
の
「
蝸か

た
つ
む
り牛
の
歌
」

の
碑
が
建
っ
た
。
頼
母
の
研
究
者
で
、
白
坂
に
工

場
の
あ
る
中
央
精
機
の
堀
田
節
夫
会
長
の
情
熱
に

よ
る
も
の
。
己
の
境
遇
を
顧
み
て
、
身
を
隠
す
こ

と
の
で
き
る
カ
タ
ツ
ム
リ
が
う
ら
や
ま
し
い
と
、

苦
し
い
心
の
う
ち
を
歌
う
。

　
晩
年
白
河
を
越
え
る
折
二
人
は
こ
う
詠
ん
だ
。

　
八
重
「
老
い
ぬ
れ
ど　
又
も
超
え
な
ん
白
河
の

関
の
と
ざ
し
は　
よ
し
難
く
と
も
」。

  

頼
母
「
旅
に
ね
し　
む
か
し
の
夢
の
あ
と
と
へ

ば　

う
ら
み
を
知
る
や　

白
河
の
関
」。
万
感
の

思
い
を
込
め
会
津
へ
向
か
っ
た
。

　
司
馬
遼
太
郎
も
名
著
「
街
道
を
ゆ
く
」
シ
リ
ー

ズ
で
、
白
河
・
会
津
の
み
ち
を
書
い
て
い
る
。
歴

史
的
な
縁
を
大
事
に
し
、
共
に
競
い
あ
い
な
が
ら

誇
れ
る
郷
土
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
が
あ
る
方
は
、
公
述
人
（
公

聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る

人
）
と
し
て
、
７
月
27
日
㈮
ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
、
意
見
を
述
べ

よ
う
と
す
る
理
由
、
意
見
の
要
旨

を
書
面
に
記
載
し
、
公
述
の
申
し

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
公
述
人
の
資
格
は
、
県
南
都
市

計
画
区
域
内
の
住
民
に
限
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
都
市
計
画
課　
内
２
２

８
２
／
県
南
建
設
事
務
所
企
画
調

査
課
☎
㉓
１
６
１
７

　
ユ
ネ
ス
コ
は
、
戦
争
を
二
度
と

起
こ
さ
な
い
た
め
、
人
の
心
の
中

に
平
和
の
砦と

り
で

を
築
こ
う
と
活
動
し

て
い
ま
す
。
平
和
を
祈
り
、
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、

市
内
の
お
寺
で
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
７
月
19
日
㈭
／
正
午

《
わ
た
し
た
ち
の
平
和
宣
言
》

①
す
べ
て
の
命
を
大
切
に
し
ま
す

②
ど
ん
な
暴
力
も
許
し
ま
せ
ん　

③
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
助
け 

　
合
い
ま
す　

④
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
ま
す

⑤
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を

　
守
り
ま
す　

⑥
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ま
す

早
く
再
建
す
る
た
め
、
建
設
資
金

の
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
寄
附
金

は
指
定
の
口
座
に
お
振
り
込
み
く

だ
さ
い
）
。

⃝
寄
附
金
の
振
込
先
　
白
河
信
用

金
庫
本
店　
普
通
預
金　
１
２
１

７
５
０
２
／
東
邦
銀
行
白
河
支
店

普
通
預
金　
１
３
３
７
７
６
３

⃝
口
座
名
義
人
　
安
珍
堂
災
害
復

旧
建
設
委
員
会　
会
長　
十
文
字
忠
一

問
同
委
員
会
☎
㉒
７
３
３
１

《
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク

教
室
》

⃝
日
時
　
７
月
11
日
・
18
日
、
８

月
８
日
・
22
日
、
９
月
５
日
・
12

日　
水
曜
日
／
午
後
３
時
～
５
時

⃝
会
場
　
中
央
体
育
館
（
北
中
川
原
）

⃝
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

《
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
育
成
教
室
》

⃝
日
時
・
会
場
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
と
同
じ

⃝
対
象
　
幼
稚
園
年
長
組
～
小
学

２
年
生

《
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室
》

⃝
日
時
　
７
月
21
日
・
28
日
、
８

月
11
日
・
18
日
、
９
月
８
日
・
22
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問
白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
本
庁
舎
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
内
２
３
８
２

　
㈳
白
河
法
人
会
青
年
部
会
20
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
７
月
18
日
㈬
／
午
後
６

時
開
演　

⃝
会
場
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

⃝
内
容
　
▽
講
演
「
ピ
ン
チ
を
チ

ャ
ン
ス
に
～
福
島
も
ど
げ
ん
か
せ

ん
と
い
か
ん
～
」  

▽
講
師
　
東

国
原
英
夫
氏
（
前
宮
崎
県
知
事
）

⃝
入
場
料
　
無
料
（
入
場
に
は
整

理
券
が
必
要
で
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
白
河
法
人
会
☎
㉓
２
１
６
０
／

FAX
㉓
２
１
６
３

　
安
珍
堂
災
害
復
旧
建
設
委
員
会

で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
全
壊
し

た
安
珍
堂
（
萱
根
）
を
一
日
で
も

⃝
日
時
　
８
月
３
日
㈮
／
午
前
10

時
か
ら

⃝
会
場
　
白
河
合
同
庁
舎
３
０
２

会
議
室
（
昭
和
町
）

《
公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
案
の

縦
覧
》

⃝
日
時
　
７
月
13
日
㈮
～
27
日

㈮
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
（
平
日
の
み
）

⃝
会
場
　
本
庁
舎
都
市
計
画
課
、

県
南
建
設
事
務
所
企
画
調
査
課

（
白
河
合
同
庁
舎
）
、
県
庁
都
市

計
画
課
（
福
島
県
庁
）

⃝
公
述
の
申
し
出
　
計
画
案
に
ご

22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

23

夏の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

▷期間　７月16日㈷～25日㈬
▷スローガン
　「車にも　乗せようマナーと
　　　　　　　　　思いやり」
▷運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止
※この時期には、夏季特有の暑さや行楽
等による疲労から、交通事故の多発が
予想されます。無理をしない思いやり
運転に心掛けましょう。
　　　　問本庁舎生活環境課　内2162

県
南
都
市
計
画
下
水
道

の
変
更
に
係
る
公
聴
会

「
平
和
の
鐘
（
か
ね
・
お
と
）

を
鳴
ら
そ
う
！
」
運
動

東ひ
が
し
こ
く
ば
る

国
原
英ひ

で
お夫
氏
講
演
会

安
珍
堂
災
害
復
旧
に

伴
う
寄
附
の
お
願
い

日　
土
曜
日
／
午
前
10
時
～
正
午

⃝
会
場
　
国
体
記
念
体
育
館
（
北

中
川
原
）

⃝
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

＝
共
通
＝

⃝
参
加
料
　
１
回
に
つ
き
５
０
０

円
（
会
員
は
２
５
０
円
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
い
風
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
中
央
体
育
館
内
）
☎

㉗
６
３
１
１

⃝
日
時
　
７
月
26
日
㈭
／
午
後
６

時
30
分
か
ら

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館
多
目
的
ホ

ー
ル
（
道
場
小
路
）

⃝
内
容
　
▽
講
演
「
３
・
11
以
降
の

生
き
方
」  

▽
講
師
　
玄げ

ん
ゆ
う侑
宗そ

う
き
ゅ
う久
氏

⃝
入
場
料
　
無
料
（
一
般
可
）

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７

⃝
日
時
　
７
月
29
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
２
時

⃝
会
場
　
す
ぱ
ー
く
白
河
（
北
中

川
原
）

⃝
内
容
　
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
シ
ョ
ー
、

消
防
は
し
ご
車
、
介
護
体
験
な
ど

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

白
い
風
い
き
い
き
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

㈶
立
教
志
塾
７
月
定
例
研
修
会

し
ら
か
わ
福
祉
ま
つ
り

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
白
河
と
会
津
の
縁
』

市
長
の

手
控
え
帖

え
る
か
の
よ
う
に
静
か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。

　　
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
「
八
重
の
桜
」。

貞
淑
で
家
に
仕
え
る
の
が
あ
た
り
前
と
さ
れ
た
モ

ラ
ル
を
、
軽
々
と
超
え
烈は

げ

し
く
生
き
た
女
性
の
生

涯
を
描
く
。
鶴
ヶ
城
に
立
て
籠
も
り
、
自
ら
銃
を

手
に
戦
う
。
会
津
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
。
敗
戦

の
虚
脱
の
中
、
場
所
を
兄
の
い
る
京
都
に
移
し
再

出
発
す
る
。
空
虚
さ
を
埋
め
る
よ
う
な
新
島
襄
と

の
出
会
い
。
夫
を
助
け
、
と
き
に
尻
に
敷
き
、
同

志
社
大
学
の
創
立
に
心
血
を
注
ぐ
。
男
尊
女
卑
の

風
潮
の
中
、
徹
底
し
て
平
等
を
説
き
実
践
す
る
。

燃
え
た
ぎ
る
炎
は
、
日
清
・
日
露
戦
に
自
ら
志
願

し
看
護
婦
と
し
て
赴
い
た
と
い
う
。
い
や
は
や
大

し
た
女
性
が
い
た
も
の
で
す
。

  

戊
辰
の
会
津
は
西
軍
の
最
大
の
標
的
。「
鶴
ヶ
城

と
白
虎
隊
の
悲
劇
」
に
象
徴
さ
れ
る
が
、
こ
れ
で

は
全
体
像
は
見
え
な
い
。
軍
事
的
に
重
要
な
戦
い

は
越
後
長
岡
と
奥
州
白
河
。
会
津
は
雌
雄
が
決

し
た
後
の
籠
城
と
ゲ
リ
ラ
戦
。
長
岡
は
、
河か

わ

い井

継つ
ぐ
の
す
け

之
助
と
い
う
傑
物
を
司
馬
遼
太
郎
が
「
峠
」
に

書
き
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
白
河
は
東
西
両
軍
が

対
峙
し
、
千
人
を
超
す
ほ
ど
の
死
傷
者
が
出
た
戦

闘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
の
底
に
埋
も
れ
て
し

ま
っ
た
。
誠
に
残
念
で
す
。
こ
の
旨
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
同
様
の
考
え
を
示
さ

れ
た
。
明
治
の
幕
を
明
け
る
白
河
で
の
激
突
が
放

映
さ
れ
ま
す
。
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

  

小
峰
城
の
西
側
に
広
が
る
会
津
町
。
白
河
も
領

地
と
し
て
い
た
会
津
の
蒲が

も
う生
家け

が
改
易
と
な
り
、

多
く
の
浪
人
が
出
た
。
棚
倉
か
ら
白
河
に
移
っ
て

き
た
丹
羽
長
重
が
、
こ
れ
ら
の
家
臣
を
召
し
抱
え

住
ま
わ
せ
た
た
め
、「
会
津
町
」
と
名
付
け
ら
れ
た

と
の
こ
と
。
白
河
に
は
、
今
で
も
会
津
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
が
少
な
か
ら
ず
住
み
、「
あ
い
づ
」
の
名

で
商
い
を
し
て
い
る
店
も
あ
る
。

  

今
年
は
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
年
で
す
。
白
河
高
校

を
卒
業
し
、
白
河
を
拠
点
に
活
躍
し
て
い
る
新
田

祐
大
さ
ん
が
自
転
車
競
技
の
代
表
と
な
っ
た
。
会

津
若
松
生
ま
れ
で
、
自
転
車
に
憧
れ
レ
ベ
ル
の
高

い
白
河
に
移
り
住
ん
だ
と
の
こ
と
。
ご
自
身
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
だ
っ
た
名め

い
は
く
ら
く

伯
楽
、
班
目
秀
雄
さ

ん
の
指
導
を
受
け
、
着
々
と
力
を
つ
け
て
き
た
。

師
は
言
う
。「
彼
は
き
ら
め
く
才
能
を
持
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
努
力
す
る
天
才
だ
」。

目
標
に
向
か
い
、
長
く
苦
し
い
道
を
、
強
い
意
志

を
保
ち
続
け
歩
む
こ
と
は
難
し
い
。
ウ
サ
ギ
と
カ

メ
の
寓
話
ど
お
り
。
歩
み
は
の
ろ
く
と
も
、
た
ゆ

ま
ず
に
確
か
な
足
跡
を
刻
む
者
に
女
神
は
微
笑
む
。

実
物
の
新
田
さ
ん
は
き
り
っ
と
し
た
目
の
イ
ケ
メ

ン
で
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
大
舞
台
で
さ
わ
や
か
な

一
陣
の
風
を
吹
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

  

戊
辰
の
白
河
、
最
大
の
激
戦
地
稲
荷
山
。
そ
の

ふ
も
と
に
会
津
藩
士
の
墓
と
慰
霊
碑
が
あ
る
。
長

い
こ
と
七・
九
番
町
の
方
々
が
墓
守
り
を
し
、
毎

年
６
月
第
一
日
曜
、
無
念
の
死
を
と
げ
た
士
の
霊

を
弔
っ
て
い
る
。
大
地
震
で
被
害
を
受
け
た
碑
も

自
分
た
ち
で
修
復
し
た
。
立
派
な
も
の
で
す
。
東

京
の
会
津
会
や
会
津
弔
霊
義
会
の
代
表
に
加
え
、

今
年
は
会
津
若
松
市
長
も
参
列
さ
れ
た
。
会
津
で

の
殉
難
祭
に
も
代
表
者
が
参
列
し
交
流
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
白
河
と
会
津
の
縁
は
深
い
。

  

道
を
は
さ
み
向
か
い
側
に
は
、
遠
い
異
郷
に
眠

る
長
州
・
大
垣
藩
士
の
墓
が
あ
り
、
同
じ
く
霊
を

な
ぐ
さ
め
て
い
る
。
今
、
二
つ
の
墓
は
恩お

ん
し
ゅ
う讐
を
超


